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近畿病院図書室協議会１０周年記念おめでと

うございます。その記念講演をさせていただ

くことは、大変光栄です。私は日本語を、特

に文章とか文字とかを専門にしておりますの

で、そのことについて少しお話ししようと思

います。

今から２０年ほど前に、大阪の会社を対象に

「事務能率を上げるために、文書作成について

研修を行う予定かおるか」という調査をした

ことがあります。その時にほとんどの会社は、

そういうことは考えていないと答え、ある文

書課長は、そんな金があれば他にまわすとはっ

きり言われました。その後、「創造性の開発」

がブームになりまして、私もひっぱり出され

たことがあるのですが、それが下火になって

きますと、今度は文章を書くことが大切だと

いう論があちこちで起こってきまして、文章を

どう書くかの研修にひっぱり出されることに

なりました。ちょうどこの会が創立されたころ、

つまり１０年ほど前から、また世の中の変化がひ

どくなってきました。ある時、私の家内が（関

西医大の図書館に勤めておりますが）、カタロ

グを持ってきて、こういう物を買うつもりはな

いかと、私の前におきました。見るとワードプ

ロ セッサでした。前から文書を能率よく作

るための機械に関心がありましたので、それ

ではと買ってみました。私かワープロを使い

出しだのは関西では一 番か二番目かのよう

で、使っていることがたちまち日本中に伝わ

りまして、以前に機械翻訳などを工学部の人

達と少しやったことがあるのですが、カナ漢

字変換、つまりカナを入れて、それを漢字に

換える方式の辞書を作らされました。今も、

お祝いの手紙やお悔みの手紙を自動的に書く

システム、またそれをもう少し進めて、論文

やレポートなどを書く時に、こういうふうな

順序でこう書きなさいというふうに、コン

ピュータを助けにして書くシステムの開発を

考えております。さらに、それに従って書け

ば、後でその論文の要約が自動的にできると

いうようなシステムが、売り出されることに

なると思います。私は現在そのようなことを

やっております。

日本語の多文字体系表記

さて、日本語について考える時に、我々日

本人は当り前だと思っておりますけれど、日

本語の文字・表記は世界に類を見ない珍らし

いものです。例えば英語ですとローマ字（ラ

テン文字）だけを使いますね。ところが日本

の文字は、漢字を使いますし、仮名も使う、

それも平仮名と片仮名とを使います。さらに

ローマ字も使います。例えば「Ｔ シャツを着

る」という短い一文の中に四種類の文字が出

てきます。「Ｔ」というローマ字、丁シャツ」

という片仮名、「を」「る」という平仮名、そ
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れに「着」という漢字です。

漢字なら漢字という文字の集合を文字体系

といいますが、日本語の表記は、いろんな種

類の文字を使って表記する、多文字体系表記

であるわけなのです。しかも、その文字の読

み方にもいろいろ問題があります。最近パー

ソナルコンピュータに「竹取物語」を入れ

まして、検索処理が自由にできるプログラ

ムを作りました。「竹取物語」の中には「御」

という漢字が出てきます。「オン」という字と

いいましたが、実際にこれを何と読むのかわ

からないのです。「オン」とも読めるし「ミ」

とも読める。それで京都大学を停年でお辞め

になられました岩波文庫の「竹取物語」の校

訂者の阪倉篤義さんにどう読むのかを聞きま

したところ「オン」か「ミ」かはっきり決め

がたいということでした。しかし我々が読む

時には、意味が通るからオンだろうかミだろ

うかとあまり考えずに適当に読んでいます。・

日本語の表記のおり方だけでなく、我々の文

字に対する反応自体も特異です。これを全部

仮名に変えようと思うと、「オ」とか「ミ」

とか「オン」とかを決めなければなりません。

恐らく英語をしゃべる人ですと、それはきっ

ちり決めないと気がすまないと思います。

漢字と日本語

一体なぜこのような珍しい表記になったか

を考えてみますと、過去千年の間の日本人の

態度が積み重なって、こうなってきたのでは

ないかという気がします。日本には神代の文

字があったという説を、平田篤胤あたりが出

しておりますが、調べてみますとほとんど偽

物です。我々の日本語には今、アイウエオと

いう五つの母音がありますが、千年以上も昔

には、どうもイとエとオにもう一つ別の発音

があったらしいということが、万葉集を調べ

るとわかります。ところが神代の文字といわ

れているのは「いろは」と同じ発音しか表し

ていないのです。そうしますと、平安時代以
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後の発音を表しているということになり、偽

物だとわかるわけです。

日本人は、四世紀頃に中国から漢字を借り

て、それで文章を書くということを行いまし

たが、なにしろ中国語と日本語とは全然言語

が違います。漢字を輸入しても日本語に合わ

ないのです。なぜかといいますと、日本語に

は助詞・助動詞がありますし、それに活用す

る部分があります。｜書く」「行く」なら「カ

キクケコ」と活用します。中国語は単語を並

べて文法的関係を示し、助詞や助動詞は使い

ませんし、活用もありません。そういうこと

ですから、日本語を漢字で書くということは

甚だ難しいわけです。

どのようにして日本人が漢字を日本語に合

わせたかといいますと、それには二つの方法

があります。その一つは、漢字が持っている

意味を文字に当てて読み、逆に日本語の意味

を漢字に当てて書く、訓読み・訓書きです。

たとえば万葉集に（例文１）のような歌があ

り ま す 。

この か は ゆ
例 文 １ 「 従 此 川

ふねはゆく

舟 可

べく

行

ありと いへど

雖 在

わたりせごｔｉｃ まもるひとあり渡 瀬 別 守 人 有」

これは純粋な大和言葉に漢文的な書き表し

方を与えたもので す。 昔 から学 者が苦労

して読んでいるので すが、「従」というの

は「 ヨリ」で、昔は「ユ」ですから、「従

此川」を「コノカハユ」と漢文風にひっくり

返して読みます。「フネハユクベク」は「舟」

に「ハ」を補って、「舟可行」と書き、「アリ

トイヘド（雖在）」、「ワタリセゴトニ（渡瀬

別）」、「マモルヒトアリ（守人有）」。五七五

七七が歌の規則ですから、そのように当てた

のだろうと考えて読むことができます。これ

は漢文風な書き方を日本語に当てた書き方で

す。

しかし東国の方言などで作られた歌を書こ

うと思うとこの書き方は不可能になります。

訓書きは意味を表したもので、発音を表して

はいません。そこでもう一つの方法として、



漢字の意味を捨てて、音を借りる書き方が使

われています。
さ． く は な は う つ ろ ふ と き あ り

例 文 ２ 「 佐 久 波 奈 波 宇 津 呂 布 等 伎 安 里

あ し ひ き の

安 之 比 奇 乃

り け り

利 家 里 」

や ま す が の ね の夜 麻 須 我 乃 禰 之
な が く は あ
奈 我 久 波 安

このように漢字の音を借りて書き表す方法で

す。これは中国人が既に昔からやっておりま

して、仏教が渡ってきた時のインドの仏の名

前や日本人の名前などもこのような方法で中

国では書いております。朝鮮語と日本語はか

なり構造が似ているので、訓読み・訓書きは

恐らく朝鮮で行ってきたのを、日本人が学ん

だのだろうと思います。

このように日本語を漢字で書き表そうとす

ると、漢文風に書くか、それとも一字一音式

で書くかになりますが、漢文風に書くと何と

発音すればいいのかわかりにくい。一字一音

式で書くと書くのが面倒くさいということに

なります。そこで日本人はその両方を取って、

次のよう’な書き方をしました。

はる ののに す み れつみ に と
例 文 ３ 「 春 野 ホ 須 美 礼 採 丞 笠

の を な つ か し ｈ ＸＦＥ
一丁－ＴＴ にける

野 乎 奈 都 可 之 美 一 夜 宿 二 来 」

こ し われ そ
来 茄 吾 曽

アンダーラインを引いた字は音を借りて書い

たもので、アンダーラインを引いていない字

は意味を表したものです。ここで既に二種類

の文字を使ったということができます。例文

２の音を借りた書き方を仮名と呼びます。仮

名というのは仮りの「名」で、仮りに使った

文字ということです。これに対して、意味を

表す文字を、本当の文字、本当の漢字という

意味で、真名といいます。両方とも形は漢

字ですが働きがちがいますので、例文１の方

を真名、例文２を仮名と我々はいっておりま

す。万葉集自体にもう既に、意味を表す文字

（真名）と音だけを表す文字（仮名）の二種

類を併用することを、例文３のように行って

いるのです。先程中しました日本語表記の特

徴、漢字・平仮名・片仮名・ローマ字を使う

多文字体系に至る、最初の出発点がここに出

てきているわけです。

平仮名と片仮名

しかしこのような書き表し方では、どれが

「意味」を表し、どれが「音」を表す文字か

は見ただけではわかりません。この万葉集が

読めるのは五七五七七という区切があるから

で、それに当てはめて読めるわけです。東大

の電子工学の教授の話ですが、旅行をしてい

て旅館に泊まった時に、床の間に字が書いて

ある。それをどのように読むかといいますと、

全体の文字数が五で割れるか七で割れるかと

いう計算をします。五で割ってみて割れたら、

五つごとに文字をまとめて、それをなんとか

読んでみる。七で割れたら七つごとに区切っ

て読む。こう言っておりました。中国文学を

やっている人に聞きましたら、俺達もそんな

ことをやっているよと言っており、専門家も

似たようなものだなと思いました。

しかし、歌ではなく文章を書いた場合には、

どこが仮名でどこが真名か、わからなくなっ

てきます。

ところで、当時一般の人々は用事をたすた

めには仮名を使っていました。法隆寺に仮名

の落書があります。漢字は画数が多いもので

すから、これを仮名として書くときには、な

るべくこれをくずして草書で書くようになり、

草書から平仮名ができてきました。例えば、

「保」という字を草書で書くと「は」になり

ます。特に平安時代には、女性は漢文を読ま

ないのが普通でした。紫式部などは、他の女

房達から彼女は漢文読みだと言われていまし

たが、これはほめたのではなくて、悪口を言

われたのです。女性は本当の漢字を知らない

ものですから、自由自在にくずしていって、

今の平仮名ができたわけです。

片仮名の方は学者が創り出しました。お経、

仏典、漢籍などを勉強するとき、今と同じよ

うに書き込みをしますが、その時に、やはり

漢字で書き込まなければなりません。そこで

漢字の形を省略して書きます。例えば「保」
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を省略して下の部分を使って、「ホ」と書く

わけです。このように学問の世界で片仮名を

漢字の中に入れて、明治時代まで使われてい

ます。一般の人や女性は平仮名の中に漢字を

少し入れて書くということをしてきました。

日本人は漢字を中国から輸入して、何とか

日本語を漢字で書き表そうと努力してきまし

たが、平仮名・片仮名ができるまでに約５００

年かかっております。日本のインテリは漢文

を勉強して、それを読み、書くのが本当の文

章だと思っておりました。まして、今の国語

審議会や文部省のようなものがなかったので、

日本語を書くために固有の文字を創り出そう

というようなことは、インテリは全然考えな

かったのです。むしろインテリではない人達

や、漢文の勉強を始めようとする人達の間で、

平仮名・片仮名が自然発生的に出来上がった

のです。このために、片仮名、平仮名が完成

するまでにほぼ５００年程かかっているわけで

す。

漢字は表意文字、意味を表す文字であり、

表意文字だけでは日本語を書き表わせないた

めに、表音文字、音を表す文字を創ったので

す。それも自然発生的に５００年もかけてで

きたものです。しかも、表音文字は１種類で

いいのに、平仮名と片仮名という２種類もで

きてしまいました。全く無用なことです。と

ころが日本人というのはおもしろいもので、

国語政策を昔から全くやらないのです。漢字

があってそこに平仮名と片仮名ができました。

世界的にみますと、表意文字から表音文字が

できると、たいてい表意文字、意味を表す文

字を捨てて、表音文字だけを使うようになっ

ております。ところが日本人は、一度手に入

れたものは絶対に捨てません。仮名ができた

けれども、漢字は捨てない。平仮名と片仮名

ができても、それを一つに整理しようという

相談は誰もしないのです。もっとひどいこと

には、平仮名の内部、片仮名の内部にもいわ

ゆる変体仮名が沢山あります。平仮名の変体

４

仮名は江戸時代に、版本、印刷をするために

木を彫って作りますが、その関係で少しづつ

整理されてきております。

漢字・平仮名・片仮名の併用

学者は漢字の中に片仮名を混ぜ、庶民は平

仮名の中に漢字を混ぜて書いていましたが、

片仮名と平仮名とを混ぜて書く文章が現れま

した。江戸時代の一般町人が読む町民の文学

です。例文４は「東海道中膝栗毛」の文章で

す。

例文４ 北八「ソリヤアおめへないらのおこ

ったのだ。豆をくやあなおる 弥二「エ

エわるくしやれずと、はやく出してくれろ

へ 北八「そんならまじ目に、ソレ田ま

ちの反魂丹、手を出しな

この文章を見ますと、「ソリヤア」とか「エ

エ」とか「ソレ」とか、発音そのものに近い

といいますか、言葉の中で言葉らしくないと

ころに片仮名を使っています。日本人の庶民

の中から、漢字・平仮名・片仮名を混ぜて書

くことが起こってきたのです。学者は文字をい

ろいろ知っていますが、実はなるべく一種類

の文字、漢字だけで書くのを正しい書き方と

考えていました。何種類も文字を入れて書く

のは、庶民的な書き方なのです。

このように、日本人というのは、文字を手

に入れるとそれを捨てないで、また統一しよ

うともしないで、それぞれを上手に使ってき

ました。これはどういうことかと考えてみま

すと、例文４を見てもわかるように、「ソリ

ヤア」とか「エエ」とか、感動詞や接続詞の

類や、話し言葉でよく出てくるものは片仮名

で書き、意味・概念を表す部分は漢字で書き、

それ以外は平仮名で書いています。実はこれ

は、言葉の意味とか、言葉の種類、ニュアン

スなどをできるだけ視覚的に書き表そうとい

う傾向の表れなのです。日本人は言葉を単に

記号によって書き表せばすむというのではな

く、言葉の意味やニュアンスを視覚的に書き



表 そ う とす る態 度 を 持 って き た の で す。

外 来 語 （外 国 語） の 取 り 入 れ

そ れか ら も う ひ とつ 、 日 本人 の 持 って い る

態 度を 考 えて み ます と、外 国 の ものを 取 り 入 れ

る の が非 常 に好 き な ので す。 街 に 出 ます と イ

タ リ ア料 理 とか 、 ス ペ イ ン料理 、 中 華料 理 な

ど 、 お り とあ ら ゆ る料 理 店 があ り ます 。 何で

も貪 欲 に 取 り 入 れ よ う と し、 手 に 入 れ た ら そ

れを 上 手 に 使 お う と す る とこ ろ が あ り ます。

中 国 か ら漢 語を 取 り 入 れ た の が、 ま ず外 来 語

を 取 り 入 れ た最 初 で す 。 そ れか ら オ ラ ン ダ 語

が 入 って きて 、 そ して 英 語 な どを 取 り 入 れて

い ます 。 同 じ言 葉 な の に、「 ガ ラ ス」（ オ ラ ン

ダ 語 ） と い う と 透 き と お っ た 物 質 で 、「 グ ラ

ス」（英 語 ）とい う とコ ップで あ ると か、「 ガ ム」

（英 語 ） は チ ュ ー イ ン ガ ムで 、「 ゴ ム」（ オ ラ

ンダ 語） とい う と伸び た り 縮 ん だ り す る も の。

その よ う に輸 入 し た時 期 や 国 によ って 同 じ 語

を 使 い わけ て い ま す 。

例 文 ５ 「 この 分 野 の研 究 の中 心 的 存 在で ある

エ ール 大 学 の コ ンピ ュ ー タ・ サ イ エ ン ス学

部 長 で 人 工 知 能 研 究 所 長 の Ｒｏｇｅｒ Ｓｃｈａｎｋ

教 授 が１９８０年 に 作 っ た の が ＣｏｇｎｉｔｉｖｅＳｙｓ－

ｔｅｍｓ Ｉｎｃ．（ＣＳＩ）だ 。 ＣＳＩ は、 英 語 を 理 解

で き る デ ー タベ ー スの フ ロ ン ト・ エ ンド を

開 発 し販 売 して い る。」

こ の 例 文 ５ は漢 字 ・ 平 仮 名 ・ 片 仮 名 ・ ロ ーマ

字 を 併 用 し て い ま す が 、 こ れ は 文 字 を 混 ぜ て

使 っ た と い う だ け で は な く 、 外 国 語 を そ の ま

ま 取 り 入 れ て い る の で す 。 大 正 時 代 か ら 昭 和

の 初 め に か け て 、 モ ダ ン 語 辞 典 ・ 新 語 辞 典 と

い う 辞 典 が 沢 山 出 て い ま す。 そ の モ ダ ン語 ・

新 語 の 半 分 以 上 が 外 来 語 な の で す 。 日 本 人 は

常 に 外 来 語 を よ く 取 り 入 れ て 使 っ て き ま し た 。

中国 の 留 学 生 に 日 本 語を 教 え て い ま し た ら 、

「 さ じ」 とい うの は老 人語 で す か と言 わ れて 、

び っ く り し た こ と があ り ま す。 い や 老 人 の 使

う言 葉で は な い と い う と 「 ス プ ー ン 」 と い う

で は な い か。 若 い 人 が 「 さ じ 」 と 言 って る の

を聞いたことがない。年寄りが「さじ」と言っ

ているというのです。そう言えばそうだなと思

いました。私は「幻燈」という言葉を教室で

使って学生に笑われたことがありますし、私

か子供の頃に乗合自動車と言っていたのはバ

スになってしまいました。古い言葉が次々に

外来語に置き換えられています。しかし、変

わらない語もあります。「万年筆」はなぜ残っ

ているのでしょうか。万年の筆ですよ。考え

てみると実に古くさいですね。「鉛筆」。鉛の

筆も変わらない。どうして鉛筆と万年筆は変

わらないのか不思議です。

このように日本人は新しいものをどんどん

取り入れていく、そして取り入れたものはあ

まり捨てないで、十分に利用していくという

甚だエネルギーに満ち溢れた態度を持ってい

ます。

コンピュータと漢字

そういうところにコンピュータが現れてき

ました。このコンピュータが日本語にどのよ

うな影響を与えるであろうかということが、

これからの問題ではないかと思います。

漢字が日本語に入ってきた時から明治の初

めまで、日本語の正式な文章は漢文でした。

ところが幕末・明治維新の頃に外国語に接し

て、彼等が２０数文字で文章を全部書き表して

いるのを見てびっくりしてしまうわけです。

そこで漢字をやめてはどうかという意見が起

こってきました。文章も言文一致にしようと

いうことで、明治の初め頃から日本語の文字

をなるべく簡単にし、文章もニュアンスや感

情が表せるような書き言葉にしたいという動

きがありました。それは簡単に言えば、漢字

をやめようという方向をたどっております。

漢字を制限する気持ちは無くても、文章を話

し言葉に近づけて、古くさい漢語をやめてい

きますと、だんだん漢字が減っていくことに

なります。そして戦後になって漢字が制限さ

れ当用漢字ができました。その後、コンピュー

５



夕の出現が、漢字をやめようという理由のひ

とつになりました。コンピュータでは仮名し

か使えなかったからです。これに対してコン

ピュータで漢字が使えないから漢字をやめる

というのは本末転倒で、コンピュータが漢字

を覚えるべきだと言う人がいました。乱暴な

ことを言うなと思っておりましたら、それが

だんだんその通りになってきました。 ワード

プロセッサで仮名を入れてキーを押せば漢

字に変わる仮名漢字変換が可能となりました。

ワードプロセッサを使っているうちに、私は

次第に漢字というものはコンピュータで書く

ものだという気が してきました。漢字 は、

なかなか書きにくいもので、例えば「シノギヲ

ケズル」というのをどう書くかと聞かれると、

ほとんどの人が書けない。ところが「鎬を削る」

と字を見せると読める人が多いのです。画面

に仮名を出してキーでそれを漢字に変換する。

その時に変換された漢字が正しいかどうかが

判別できれば漢字は正しく書けるわけです。

漢字はワードプ ロセッサで書くとうまく使

えます。しかし、ワードプロセッサを使っ

ておりますと、次第に機械を使わなければ手

書きでは漢字が書けない、という状態になっ

てきます。

日本人は、先程から申し上げましたように、

表意的に、つまり意味とかニュアンスを表す

書き方を非常に好みます。ですから恐らく、

漢字をやめてローマ字だけとか、仮名だけの

表記には絶対にしないと思います。そうする

とちょっと矛盾が起こってきまして、手書き

では漢字は書けないが、読むのは読める、し

かも漢字で書いていないと読みにくいという

ことになります。そうしますと、漢字という

のは手書きの文字ではなくなってきます。手

書きで書く時には、漢字の部分は片仮名で書

いて他は平仮名で書く、そして機械に持って

きてそれを漢字に換える、ということが起こっ

てくるのではないでしょうか。そうすると、

漢字は減少する方向に向かうのではないかと

６

いう気がします。

現在までの日本語の表記は使用が多い文字

から言いますと【平仮名・漢字・片仮名・ロー

マ字交じり】になっています。 ところが情報

化が進んできますと世界中の情報が多量に伝

達されますから、明治時代には漢字を使って

外国の言葉を翻訳しましたが、今は翻訳して

いる余裕がない。特にコンピュータ関係の文

章などがそうなのですが、政治でも経済でも、

世界全体に同じ概念を使うようになりますと、

いちいち日本語に翻訳するよりも、外来語の

まま取り入れた方が間違いがないということ

になります。そうしますと、日本人の外来語

好みがそこに加わって、日本語の中にどんど

ん外来語が増えていきます。外来語・外国語

を書く場合に、片仮名で書くかローマ字で書

くかということになりますと、外国語のでき

る人は片仮名で書いたのではおかしな発音に

なるので、ローマ字で書こうということにな

るかもしれません。そうしますと、漢語が外

来語に置き換えられていきますので、これか

ら使われる文字は【平仮名・ローマ字・漢字・

片仮名交じり】の順に変わっていくのではな

いでしょうか。ただし、文字の間で勢力の移

り変りはあっても、漢字がなくなるというこ

とはないのではないかと思います。

コンピュータと表意的表記

日本人が書く文章は、今後ますますにぎや

かになっていきます。例えば、ワードプロセッ

サを使うと、文字の大きさをいろいろ変え

ることができます。今日お配りした資料は、

私か我が家のワードプロセッサで書いたも

のですが、ここで、標題の「情報時代と日本

語」と名前の「樺島忠夫」に使った大きな文

字、その下の「大阪府立大学」の小文字、本文

の文字、それに万葉集の例文にふったルビの

４種類の大きさの文字を使っています。つい

でながら申しますとルビというのは世界的に

珍らしいもので、文字に文字で注をつけると



いう非常に不思議なものです。このようにワー

ドプロセッサを使う人には、どうしても文

字の大きさを場合によって変えたいという気

持ちになるものです。それから、図や写真を

入れたいという気持ちもあります。もう少し

進むと、意味の違いを視覚的に表すために、

文字に色をつけることになるでしょう。カラー

プリントができるようになると、若い人達は、

ポスターや雑誌に見られるように、文字を色

を変えながらプリントし、赤い文字、緑色の

文字、黒い文字でニュアンスを表すようにな

ると思われます。例えば、怒った時には赤、

驚いた時にはまっ青というように書きたがる

かもしれません。ますます日本語の文章は、

華かで、多彩になってゆくのではないかと思

われます。

そんなふうに書かれた文章をコンピュータ

で検索しようと思うと大変なことになります。

的確に検索するには、一つの言葉に漢字と平

仮名と片仮名とローマ字を全部当てて検索し

なければなりません。その上に、色の区別や

アンダーラインの有無などを入れますと、大

変なことになります。これが面倒だから文章

をすべて仮名に換えて人力しようとすると、

先程も言いましたように、竹取物語を仮名に

換えようとしても、どう読めばよいかわから

ない、という漢字の問題が起こってきます。

それからもうひとつは、日本人の外来語好み

の問題です。論文を検索するために必要なディ

スクリプタを決めましても、それに属するも

のとして、外来語も漢語も大和言葉も当てて

おかなければなりません。こういう複雑なこ

とが必要だから日本では技術が進歩するのだ

ろうと思いますが、日本語の検索では非常に

時間と金がかかるのではないでしょうか。な

んとか日本語を標準化する必要があります。

標準化というと日本人はだいたい嫌うのです

ね。昔から文字を整理しなかったように、な

りゆきを自然にまかせて、表現の自由を尊ぶ、

楽しむというところがあります。日本人は大変

な馬力で新しいものを取り込み、そうして出

来た種々雑多なものを上手に使い分けている

のですが、それが場合によっては、情報の処

理にとってやっかいな問題となってくるわけ

です。そのへんをどうしたらよいかというこ

とは、文学者に任せておいたのでは仕方がな

いので、図書館のように、文字・言葉を扱う

人に考えてもらうのがいいのではないでしょ

うか。図書館の人は社会に対してそういう点

からはあまり物をおっしゃらないようですが、

日本語の知的な生産・処理のために、日本語

の在り方について御意見を述べられてもいい

のではないかと思います。

１０周年、この間には情報とか、日本語をめ

ぐる問題にずいぶんいろいろなことがありま

した。情報を生産したり、受け取ったり、ま

たそれを処理したり、検索したりする。その

ために日本語はどうあるのがよいだろうか。

そういうこともこれから大いに研究して、我々

のほうにもお聞かせいただければ、ありかた

いと思います。
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